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委員会からのお知らせ
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「誰かが始めなくてはならない。見返りが一切なくても、
誰も褒めてくれなくても、あなたからはじめるのだ。」

オーストリアの心理学者 アルフレッドアドラーの名言

共有フォルダを整理
しました。
不要なデータの削除
に引き続きご協力お
願いいたします。

２月の
サンキューカード

松川 …５５枚
フクチャンち…２１枚
吉井田 …２０枚

いつもありがとうございます！

「あいつ使えない」ではなく、
「あの人を使える能力を
身につけよう」と自分の問題として
とらえなおすことで、他責にする代
わりに前向きな解決策はないかと
ぎりぎりまでふんばることが
できる！

愚痴を言いそうになったら「ではどう
するか」について考え提案すると、
チームは前進し始める！
半面、愚痴にこそメンバーの本音が
隠れている。リーダーはメンバーの
愚痴を傾聴することで現状把握やリ
スクを察知を可能にする重要な情
報源となる！

褒めるとき、感謝するときはできるだ
け具体的に伝えるべき。そうすること
で言われた側は、どういう行動が
チームに喜ばれるのかが明確に理
解できるため、その後の行動に具体
的に反映できます。

２月２６日の施設内研修は、業務改善委員会が担当さ
せていただきました！業務改善委員の宮崎さんより、改
善の考え方や概要についての講義があり、その後ペアに
なって事業所の課題や改善案について提案しあい、お
互いの提案の良かったところをフィードバックする時間を
設けました。
司会の声が聞こえないくらい(笑)話が盛り上がり、普段
接する機会の少ない職員さん同士、貴重な交流の機会
にもなったようです。研修委員会の皆様、ご参加いただい
た皆様、貴重な機会をありがとうございました！
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